
 

 

 

【韓国】 総合指数は 2.8％安と反落、今週は米 FOMCをにらんで神経質な展開か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 2.8％安と反落。6 日は顕忠日で休場のため、4 日間のみの取引だった。連休明け 7 日はインフレの

持続と金融引き締めに対する警戒感を受けて大幅に反落。8 日はほぼ横ばい。9 日の中国貿易統計と 10 日の米物価統計

を前に積極的な買いが見送られた。9 日は小幅安。中国の 5 月

の貿易統計は輸出が前年同月比 16.9％増え、伸び率は市場予想

の 8.0％を大きく上回ったが、上海の一部地域で再び行動規制

が強化されたことが嫌気された。10日は前日比 1.1％安。積極

的な買いにつながる目新しい材料が見当たらない中、売りが広

がった。終値は心理的節目の 2600 ポイントを割り込み、5 月

19日以来、約 3週ぶり安値となった。今週は米 FOMCをにら

んで神経質な展開か。国内では 15日に失業率が発表される。 

 

【ロシア】 RTS指数は 5.8％高と大幅続伸、今週も為替相場に左右される展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS株価指数は 5.8％高と大幅続伸。資源株などが大きく下げたものの、ルーブルの大幅続伸が支援となった。ルーブ

ル建ての MOEX指数が週間で 1.0％安となった一方、ルーブルが対米ドルで 8.4％上昇し、米ドル建ての RTS 指数を押

し上げた。これまでルーブル高を支えてきた資本規制が緩和さ

れ、ロシア中銀が政策金利を 11.0％から 9.5％に引き下げたも

のの、週末終値としては 2015 年以来となる 1 ドル＝55.75 ル

ーブルまでルーブル高が進んだ。個別銘柄では、エネルギーの

ガスプロムが 4.1％、スルグトネフテガスが 2.3％上昇した一

方、金融の TCSグループが 15.7％安、産金のポリュスが 8.6％

安となり、資源のルサールが 4.7％、ノリリスク・ニッケルが

4.1％下落した。今週もルーブル相場に左右される展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 0.3％安と 4週ぶりに反落、今週はもみ合いか 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 0.3％安と 4週ぶりに反落。海外勢の買い越しを追い風に指数は一時 5月 9日以来の水準まで上昇し

たが、週末に売り圧力が強まった。VN 指数は週明け 6 日から 3 日続伸し、8 日に一時、1316.8 ポイントと 5 月 9 日以

来の水準まで上昇。海外勢の買い越しを追い風に不動産、金融、

証券などが上昇した。9 日はほぼ横ばいとなったが、10 日は

1.8％安と反落。大型株から小型株まで幅広い銘柄に売りが強ま

った。週間では公益のペトロベトナム電力総公社が 11.1％高と

急伸し、ゴム製品のベトナム・ラバーが 4.4％、金融のテクコム

バンクが 4.1％、食品加工のマサン・グループが 3.7％上昇した

一方、SSI証券が 4.8％、エネルギーのペトロベトナム・ガスが

4.4％、消費財の FPTが 3.5％下落した。今週はもみ合いか。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.9％安、5 月の

CPI上昇率は 08年 7月以来の高水準 

SET指数は週間で 0.9％安と 4 週ぶりに反落。不安定な値動

きが続いた。連休明けの 6日は、5月の CPI上昇率が前年同月

比 7.1％と 08 年 7 月以来の高水準に達した影響で 3 営業日続

落。7 日は中央銀行の金融政策決定会合を翌日に控えた様子見

で売り優勢の展開が続いたが、8日は今年の CPI上昇率見通し

が上方修正されたものの、政策金利が市場予想通り 0.50％に据

え置かれたことで安心感が広がり、指数は 5日ぶりに反発した。

9 日は中銀が前日の会合で金融引き締めに転じる可能性を示唆

した効果で金融株が買われて続伸したが、10日は反落して引け

ている。今週は外部要因が指数を左右する展開になりそうだ。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

2.9％安、今週は 1500ポイント回復に期待 

クアラルンプール総合指数は 4 日間の取引で 2.9％安と 3 週

続落。週末まで 7営業日続落と軟調だった。連休明けの 7日は、

引け際の売りが響き 4営業日続落。その後も世界経済の先行き

不透明感を受けて大型株が指数下落を主導した。10日は北京と

上海で導入されるゼロコロナ政策に沿った新たな制限措置が嫌

気されたほか、4 月の鉱工業生産が市場予想から下振れたこと

も売り材料となり、終値で約 6 カ月ぶりに節目の 1500 ポイン

トを割り込んで引けている。今週は 17 日に 5 月の貿易統計が

発表される予定。外部要因では米国の 5月のインフレ率が約 40

年ぶりの高水準に達したことに対する反応が注目される。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 1.3％

安、今週は 15日に 5月の貿易統計発表 

ジャカルタ総合指数は週間で 1.3％安と 4 週ぶりに反落。方

向感に乏しく軟調だった。週初の 6日は前週末の NYダウが下

落した影響などで、前営業日比 1.2％安と反落。一方、7日に買

い戻されると 8日は続伸したが、9 日は欧州中央銀行（ECB）

の理事会を目前に控えた様子見で 3日ぶりに反落した。10日は

パーム油輸出に関する当局の度重なる政策変更や、上海の一部

の地域で新型コロナの感染対策として規制が再び導入されるこ

とが嫌気され、前日比 1.3％安と続落して取引を終えている。今

週は 15 日に 5 月の貿易統計が発表される予定。外部要因では

14－15日に開催される米 FOMC が焦点になりそうだ。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

1.6％安、今週は 5月の非石油地場輸出に期待 

ストレーツタイムズ指数は週間で 1.6％安と反落。じりじり

と下値を広げ、週末に終値で 3200 ポイントを割り込んだ。週

初の 6日は、原油高と前週末の NYダウの下落が売り材料とな

り、指数は反落。7日は反発したが、8日は金融通貨庁が発表し

た民間エコノミスト調査で、今年の GDP成長率見通しが 4.0％

から 3.8％に下方修正された影響で売られた。9 日は上海の一

部地域で 11－12日に大規模な PCR検査を実施するため、再び

外出が制限されるとの決定が嫌気されて続落。結局、10日まで

3 日続落して週の取引を終えた。今週は 17 日に 5 月の非石油

地場輸出が発表される予定で、市場予想を上回れば好材料。 
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